
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6（2024）年度の「印西市庁内エコプラン」（市の事務

及び事業で環境保全に配慮すべき施策）の進捗状況及び事務事

業に伴い発生した温室効果ガスの排出状況を報告します。  
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1 印西市庁内エコプランの概要 

印西市庁内エコプランは、市の事務及び事業における温室効果ガスの削減目標及び環境

保全に関して配慮すべき事項を定めた計画です。 

環境基本計画の基本目標 4「カーボンニュートラルの実現に向けた地球環境にやさしい

まちづくり」における個別目標「市の率先行動の推進」を実行するための計画であるとと

もに、「地球温暖化対策の推進に関する法律※」の第 21 条に基づく「地方公共団体実行計

画」としても位置付けられています。 

令和 5（2023）年 3 月には第 5 次庁内エコプラン（令和 5（2023）～令和 12（2030）年

度）へと改定し、運用しています。 

本報告では、令和 6（2024）年度の事務事業に伴い発生した温室効果ガス排出量の状況

と、庁内組織・施設などを対象とした取組実施状況を整理しています。 

■ 温室効果ガス総排出量の削減 

第 5 次庁内エコプランでは、令和 12（2030）年度を目標年度とし、市の事務及び事業に

おける温室効果ガスの総排出量を平成 25（2013）年度比で 50％削減することを目標に取り

組んでいます。 

《 温室効果ガスの削減目標 》 

 

 

 

 

 

温室効果ガス排出量  削減目標  

平成 25（2013）年度  

（基準年度）  
7,070,042 kg-CO２ ― 

令和 12（2030）年度  

（目標年度）  
3,535,021 kg-CO２ 50％ 

 

令和 6（ 2024） 年 度 の温室効果 ガス総排出量 （ 二酸化炭素換算 ） は、

約 8,188,127 kg-CO2となり、平成 25（2013）年度より 15.8％増加しました。 

 

《 温室効果ガス総排出量及び基準年度比 》 

年 度 温室効果ガス排出量  

平成 25（2013）年度（基準年度）  7,070,042 kg-CO２ 

↓ +15.8％ 

令和 6（2024）年度  8,188,127 kg-CO２ 

  

令和 12（2030）年度における温室効果ガス排出量を 

平成 25（2013）年度比で 50％削減することを 

目指します。 
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■ 温室効果ガス削減のための取組の推進 

庁内エコプランでは、目標達成のための具体的な取組内容として、各担当課及び職員一

人ひとりの行動を定めており、率先した取組を推進しています。 

 

《 実施する具体的な取組 》 

項目  取組内容  

照明の適正使用  昼休み・時間外における不要箇所の消灯を徹底する。 

トイレ・給湯室・書庫等の照明は使用後の消灯を徹底する。 

可能な範囲で、照明の間引きを行う。 

空調の適正使用  可能な範囲で、冷房時の室温は２８℃、暖房時の室温は１９℃となる

よう設定する。 

クールビズやウォームビズを推進する。 

ブラインドやカーテン等を有効活用するとともに、夏季はグリーンカー

テンの設置も推進する。 

OA 機器・電気機器の

適正使用  
ＯＡ機器は、待機電力の削減のため、使用時以外は主電源を切る。 

パソコンのディスプレイ輝度の適切な設定を行う。 

電気機器は、エコモードの設定を行う。 

荷物の搬出入等以外はエレベーターを利用しない。 

公用車の適正使用  走行ルートの合理化、相乗りなど、効率的使用に努める。 

エコドライブを心がけ、空ふかし、不要なアイドリングを防止する。 

車ごとに走行距離・給油量等を記録し、適正な使用管理に努める。 

車両整備の徹底、タイヤの空気圧の点検など適正管理に努める。 

用紙の適正使用  両面印刷、両面コピー、集約印刷、ミスコピーの裏面使用等により、必

要最小限の用紙の使用を徹底する。 

庁内情報システムを活用し、パソコンやタブレットで確認できるものは

印刷せず、ペーパーレス化に努める。 

グリーン購入の推進  物品の調達にあたっては、「印西市グリーン購入推進指針」を踏まえ

た発注を徹底する。 

ごみの減量化  廃棄物の分別排出を徹底する。 

使用済みの封筒は再使用に努める。 

割り箸、ペットボトル、レジ袋等の使い捨て製品の使用をやめ、マイ

箸、マイボトル、マイバッグの使用を徹底する。 

その他 手洗いや洗面等の際は、節水に努める。 

時間外勤務の削減に努めるとともに、毎週水曜日のノー残業デーを

徹底する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 廃棄物の資源化に繋がる分別回収を実施 公用車における環境性能に優れた自動車

の導入を推進 
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2 エネルギー等使用量及び温室効果ガス排出量 

■ エネルギー等の使用状況 

平成 25（2013）年度と令和 6（2024）年度の燃料使用量を比較すると、都市ガスは 31.1%

増加しており、その他の燃料使用量は減少しています。 

また、電気使用量は平成 25（2013）年度と比較し 31.1%増加しています。 

 

《 エネルギー等使用状況一覧 》 

年 度    
 

項 目 

単
位 

年間使用量  

基準  
年度比  

前 
年度比  

平成 25
（2013）年度  
（基準年度） 

令和 4
（2022）年度  

実績  

令和 5
（2023）年度  

実績  

令和 6
（2024）年度  

実績  

燃料使用量  

ガソリン L 70,661 59,499  54,493  57,423  -18.7% 5.4% 

軽油  L 18,851 13,453  13,320  13,401  -28.9% 0.6% 

灯油  L 136,223 103,644  111,255  96,223  -29.4% -13.5% 

Ａ重油  L 6,875 6,000  4,800  6,400  -6.9% 33.3% 

LPG m３ 36,977 18,530  22,652  25,093  -32.1% 10.8% 

都市ガス m３ 453,115 528,033  529,919  594,116  31.1% 12.1% 

電気使用量  kWh 10,073,817 11,981,133  12,454,968  13,208,773  31.1% 6.1% 

自動車  

走行量  

ガソリン車 km 765,979 727,060  665,480  726,993  -5.1% 9.2% 

軽油車  km 63,766 55,440  65,826  66,899  4.9% 1.6% 

電気自動車※ km － － － 10,097  － － 

水道使用量  m３ 196,663 167,780  186,434  184,957  -6.0% -0.8% 

下水処理量  m３ 169,406 153,818  168,272  123,745  -27.0% -26.5% 

紙使用量  

普通紙  枚 426,850 343,800  417,616  265,600  -37.8% -36.4% 

カラーコピー用紙  枚 75,550 293,540  263,000  40,618  -46.2% -84.6% 

再生紙  枚 7,331,500 16,155,000  17,471,000  20,186,500  175.3% 15.5% 

備考）電気自動車の走行距離は令和 6（2024）年度分より把握を行っています。 

   令和 4（2022）年度及び令和 5（2023）年度の「消防小屋・消防器具庫」における電気使用量につい

て、遡及修正を行っています。 

 

《 エネルギー使用状況の推移 （排出量割合の上位３項目） 》 
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■ 温室効果ガスの排出状況 

令和 6（2024）年度の温室効果ガス総排出量（二酸化炭素換算）は、基準年度（平成 25

（2013）年度）より 15.8%多い 8,188,127kg-CO2 でした。施設における電気使用量の増加な

どが、増加要因として考えられます。 

排出源別に見ると、電気（77.8%）、都市ガス（14.9%）、灯油（2.9%）、LPG（2.0%）の順

に多く、この 4 項目で全体の約 98%を占めています。メタン、一酸化二窒素の占める割合

は二酸化炭素と比べて少なくなっています。 

 

《 温室効果ガス総排出量の推移 》 

年度  
活動の種類  
温室効果ガス区分  

年間排出量 (kg-CO2) 
温室効果  

ガス 

の割合 

基準  
年度比  

前 
年度比  

平成 25 
（2013）年度 
（基準年度）  

令和 4 
（2022）年度 
実績  

令和 5 
（2023）年度 
実績  

令和 6 
（2024）年度  
実績  

二酸化炭素  

（CO2） 

ガソリン 163,933 138,136  126,425  133,221  1.6% -18.7% 5.4% 

軽油  48,635 34,775  34,367  34,574  0.4% -28.9% 0.6% 

灯油  339,196 258,019  277,026  239,595  2.9% -29.4% -13.5% 

Ａ重油  18,631 16,258  13,008  17,344  0.2% -6.9% 33.3% 

LPG 244,050 121,355  148,374  164,363  2.0% -32.7% 10.8% 

都市ガス 1,010,446 1,179,639  1,086,334  1,217,939  14.9% 20.5% 12.1% 

電気  5,225,219 5,513,329  5,305,668  6,367,038  77.8% 21.9% 20.0% 

メタン 

（CH4） 

自動車の走行  216 221  231  258  0.0% 19.3% 11.4% 

下水の処理  3,391 3,384  4,146  3,049  0.0% -10.1% -26.5% 

一酸化二窒素  

（N2O） 

自動車の走行  7,223 5,883  4,957  5,501  0.1% -23.8% 11.0% 

下水の処理  9,102 7,334  7,135  5,247  0.1% -42.4% -26.5% 

合  計 7,070,043 7,278,332  7,007,670  8,188,127  100.0% 15.8% 16.8% 

基準年度からの増減率  - 2.9% 増 0.9% 減 15.8%増  

備考）端数処理の関係で合計値と不整合が生じる場合があります。 

   令和 4（2022）年度及び令和 5（2023）年度の「消防小屋・消防器具庫」における電気使用量につい

て、遡及修正を行っています。 

 

《 温室効果ガス総排出量の推移 》  《 令和 6（2024）年度温室効果ガス排出量の割合 》 
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■ 各部及び施設別のエネルギー使用による二酸化炭素排出量 

市では、市役所や出張所のほか、公民館や学校などの多様な施設を有しています。これ

らの施設では、市の業務や市民サービスのため、電力やガスなどのエネルギーを使用して

います。 

施設を所管及び管理している部ごとの令和 6（2024）年度における二酸化炭素排出量は、

多数の学校やエネルギー使用量の多い学校給食センターなどを有する教育委員会教育部が

6 割以上を占めており、その他では市役所・支所、健康子ども部が多くなっています。 

エネルギー使用による二酸化炭素排出量は、全体で前年度（令和 5（2023）年度）比 16.9%

の増加となりました。このうち、教育委員会教育部の増加分が 91.0%を占めています。 

教育委員会教育部の増加については、高花学校給食センター（令和 6（2024）年度開設）

の増加分が 31.1%を占めています。そのほかは、小中学校などにおける電気の使用量増加

が主な要因と考えられます。 

そのほか、排出量が増加した部署については、電気の使用量増加が主な要因と考えられ

ます。 

 

《 各部などにおける二酸化炭素排出量 》 

部 
年間排出量 (kg-CO2) 

構成比  前年度比  令和 4（2022）

年度  

令和 5（2023）

年度  

令和 6（2024）

年度  

市役所・支所  696,170 757,222  750,147  9.2% -0.9% 

総務部  9 8  8  0.0% -2.8% 

企画財政部  7,260 7,923  7,349  0.1% -7.2% 

市民部  233,754 228,411  266,372  3.3% 16.6% 

環境経済部  26,504 24,415  29,821  0.4% 22.1% 

福祉部  312,719 294,323  303,873  3.7% 3.2% 

健康子ども部  649,785 651,660  705,591  8.6% 8.3% 

都市建設部  210,396 190,290  206,286  2.5% 8.4% 

上下水道部  460,919 446,076  429,262  5.3% -3.8% 

教育委員会教育部  4,492,570 4,231,127  5,308,013  64.9% 25.5% 

公用車  171,426 159,745  167,352  2.0% 4.8% 

合  計 7,261,510  6,991,201  8,174,073  100.0% 16.9% 

備考）施設を保有している部門のみ掲載しています。 

   端数処理の関係で合計値と不整合が生じます。 

   市役所・支所には、印旛支所及び本埜支所を含みます。 

   令和 4（2022）年度及び令和 5（2023）年度の総務部「消防小屋・消防器具庫」の排出量につい

て、遡及修正を行っています。 
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施設の規模が大きく延床面積が広い場合には、より多くのエネルギーを使用し、二酸化

炭素排出量も多くなります。これに基づき、施設ごとのエネルギー起源の二酸化炭素排出

量を評価するために、「延床面積当たり」の二酸化炭素排出量を原単位とし比較します。原

単位が小さいほど、延床面積当たりの二酸化炭素排出量が少ない施設です。 

ここでは施設の種類ごとに主要な施設の原単位を示します。 

ただし、施設によって保有設備や利用人数などの条件が異なるため、一概に値を比較す

ることはできず、この結果だけで施設におけるエネルギー利用の良し悪しを判断するもの

ではありません。 

 

 

 

 

 

 

●市役所、支所 

印西市役所と支所の令和 6（2024）年度の原単位は

35.3kg-CO₂/㎡～56.4kg-CO₂/㎡でした。 

令和 6（2024）年度の原単位は、令和 5（2023）年度と比較

して、印旛支所は 4.5kg-CO₂/㎡、本埜支所は 12.0kg-CO₂/㎡

増加しました。印西市役所は 4.4kg-CO₂/㎡減少しました。 

これらの施設では、照明や空調に使用する電力からの二酸

化炭素排出量が多くなっています。令和 5（2023）年度との

比較について、印西市役所では、二酸化炭素排出量が減少し

たことにより、原単位が減少しました。 

 

●保健・福祉施設  

保健・福祉施設の令和 6（2024）年度の

原単位は 4.3kg-CO₂/㎡～59.1kg-CO₂/㎡で

した。 

総合福祉センターの原単位が最も大き

く、次いで中央保健センター、牧の原地域

交流センターの順となっています。 

令和 6（2024）年度の原単位は、令和 5

（2023）年度と比較して、中央保健セン

ターは 2.2 kg-CO₂/㎡、保健福祉センター

は 3.1 kg-CO₂/㎡、総合福祉センターは

5.7kg-CO₂/㎡、牧の原地域交流センターは 8.0 kg-CO₂/㎡、高齢者就労支援センターは 

1.7 kg-CO₂/㎡増加しました。 

なお、そうふけふれあいの里は、令和 6（2024）年度中は大規模改修工事を実施してい

たため、エネルギー使用量の報告はありません。  

原単位（延床面積当たりの二酸化炭素排出量） 

＝施設のエネルギー起源の二酸化炭素排出量（kg-CO2） ÷ 施設の延床面積（m2） 

 
備考）自動車燃料の使用による二酸化炭素排出量は、自動車保有台数などによって変動するた

め、自動車で使用するガソリンや軽油からの二酸化炭素排出量はここでは含めません。 
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●コミュニティセンター 

コミュニティセンターの令和 6（2024）年度の原

単位は 30.8kg-CO₂/㎡～61.9kg-CO₂/㎡でした。 

コミュニティセンターは開館時間が 21 時までと

長いことや、施設の貸出を行っていることなどから

エネルギー使用量が多くなっています。特に永治コ

ミュニティセンターの原単位が最も大きく、

61.9kg-CO₂/㎡となっています。 

令和 6（2024）年度の原単位は、令和 5（2023）年

度と比較して、全施設で増加しており、船穂コ

ミュニティセンターは 13.3kg-CO ₂ /㎡、永治コ

ミュニティセンターは 13.1kg-CO₂/㎡増加しました。 

 

●保育園 

保育園の令和 6（2024）年度の原単位は

36.6kg-CO₂/㎡～49.5kg-CO₂/㎡でした。 

令和 6（2024）年度の原単位は、令和 5

（2023）年度と比較して、内野保育園は

6.3kg-CO₂/㎡、高花保育園は 3.8kg-CO₂/㎡、

西の原保育園は 6.9kg-CO₂/㎡増加しまし

た。木刈保育園は 0.9kg-CO₂/㎡、もと

の保育園は 1.7kg-CO₂/㎡減少しました。 

 

 

 

 

●幼稚園 

幼 稚 園 の 令 和 6（ 2 0 2 4）年 度 の 原 単 位 は 、瀬 戸

幼 稚 園 は 2.0kg-CO₂/㎡、もとの幼稚園は 20.8kg-CO₂/㎡で

した。 

令和 6（2024）年度の原単位は、令和 5（2023）年度と比較

して、瀬戸幼稚園では 5.5kg-CO₂/㎡減少し、もとの幼稚園で

は 0.4kg-CO₂/㎡増加しています。 
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●小・中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校の令和 6（2024）年度の原単位は

9.0kg-CO₂/㎡～28.2kg-CO₂/㎡であり、中学

校 の 令 和 6（ 2 0 2 4） 年 度 の 原 単 位 は 

6.6kg-CO₂/㎡～13.4kg-CO₂/㎡でした。 

牧の原小学校の原単位が最も大きく、次い

で、いには野小学校、小倉台小学校の順と

なっています。  

なお、滝野小学校、滝野中学校は一括で電

力を管理しているため、個別の原単位は算出

していません。  

 ●学校給食センター 

学校給食センターの令和 6（2024）年度の原単位は

126.6kg-CO₂/㎡～179.0kg-CO₂/㎡でした。 

令和 6（2024）年度に開設した高花学校給食センター

を除き、令和 6（2024）年度の原単位は、令和 5（2023）

年度と比較して、全施設で増加していました。 

これらの施設では、給食調理のために多量のエネル

ギーを消費する設備を多数保有していることから、その

他の施設と比較して大幅に原単位が高くなっています。 

 ●文化施設（公民館・図書館・その他の文化施設） 

文化施設の令和 6（2024）年度の原単

位は 9.4kg-CO₂/㎡～71.8kg-CO₂/㎡で

した。 

文化ホールの原単位が最も大きく、次

いで小倉台図書館、中央駅前地域交流館

の順となっています。 

なお、本埜公民館は、令和 6（2024）

年度中は保全改修工事を実施していた

ため、エネルギー使用量の報告はありま

せん。  
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3 取組実施状況 

市では、市職員に対する庁内エコプランの周知に努め、省エネ・省資源の取組の普及を

推進してきました。 

庁内エコプランにおいては、職員一人ひとりが取り組む対策項目を示しています。 

各課・施設への調査の結果、最も実施率が高かった項目は「クールビズやウォームビズ

を推進する。」であり、「常に実行している」の割合は 9 割以上でした。 

次いで実施率が高かった項目は「荷物の搬出入等以外はエレベーターを利用しない。」で

あり、「常に実行している」が 9 割を超えていました。 

3 番目に実施率が高かった項目は「車ごとに走行距離・給油量等を記録し、適正な使用

管理に努める。」であり、「常に実行している」が 8 割を超えていました。 

公用車の適正使用に関する項目は概ね実施率が高く、各課・施設における取組が進んで

いるといえます。 

実施率が低い項目について、「ブラインドやカーテン等を有効活用するとともに、夏季は

グリーンカーテンの設置も推進する。」は、「常に実行している」の割合が 3 割未満であり、

「可能な範囲で、冷房時の室温は 28℃、暖房時の室温は 19℃となるよう設定する。」「ＯＡ

機器は、待機電力の削減のため、使用時以外は主電源を切る。」「割り箸、ペットボトル、

レジ袋等の使い捨て製品の使用をやめ、マイ箸、マイボトル、マイバッグの使用を徹底す

る。」「物品の調達にあたっては、『印西市グリーン購入推進指針』を踏まえた発注を徹底す

る。」「庁内情報システムを活用し、パソコンやタブレットで確認できるものは印刷せず、

ペーパーレス化に努める。」「時間外勤務の削減に努めるとともに、毎週水曜日のノー残業

デーを徹底する。」の項目は、「常に実行している」の割合が 4 割未満となっていました。 

また、「可能な範囲で、照明の間引きを行う。」は、「あまり実行していない」・「実行して

いない」の割合が約 2 割となっていました。 

保育園や幼稚園、公民館などの施設では、利用者の健康面などの観点から、空調・照明

に関する取組が難しいといった回答も見られました。 
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《 担当課、施設・設備管理課の取組の実施状況  （令和 6（2024）年度） 》 

項目 取組内容 
常に実行 

している 

概ね実行 

している 

あまり実行 

していない 

実行 

していない 

照明の 

適正使用 

昼休み・時間外における不要箇所の消灯を

徹底する。 
58.8% 38.2% 2.9% 0.0% 

トイレ・給湯室・書庫等の照明は使用後の消

灯を徹底する。 
84.8% 15.2% 0.0% 0.0% 

可能な範囲で、照明の間引きを行う。 46.2% 30.8% 13.8% 9.2% 

空調の 

適正使用 

可能な範囲で、冷房時の室温は２８℃、暖

房時の室温は１９℃となるよう設定する。 
32.3% 63.1% 3.1% 1.5% 

クールビズやウォームビズを推進する。 92.5% 7.5% 0.0% 0.0% 

ブラインドやカーテン等を有効活用するととも

に、夏季はグリーンカーテンの設置も推進す

る。 

25.0% 65.4% 9.6% 0.0% 

ＯＡ機器の

適正使用 

ＯＡ機器は、待機電力の削減のため、使用

時以外は主電源を切る。 
32.8% 56.7% 10.4% 0.0% 

パソコンのディスプレイ輝度の適切な設定を

行う。 
46.3% 47.8% 3.0% 3.0% 

電気機器は、エコモードの設定を行う。 43.9% 51.5% 4.5% 0.0% 

荷物の搬出入等以外はエレベーターを利用

しない。 
90.2% 9.8% 0.0% 0.0% 

公用車の 

適正使用 

走行ルートの合理化、相乗りなど、効率的使

用に努める。 
79.7% 20.3% 0.0% 0.0% 

エコドライブを心がけ、空ふかし、不要なアイ

ドリングを防止する。 
84.4% 15.6% 0.0% 0.0% 

車ごとに走行距離・給油量等を記録し、適正

な使用管理に努める。 
88.9% 11.1% 0.0% 0.0% 

車両整備の徹底、タイヤの空気圧の点検な

ど適正管理に努める。 
59.7% 38.7% 1.6% 0.0% 

用紙の 

適正使用 

両面印刷、両面コピー、集約印刷、ミスコ

ピーの裏面使用等により、必要最小限の用

紙の使用を徹底する。 

52.9% 45.6% 1.5% 0.0% 

庁内情報システムを活用し、パソコンやタブ

レットで確認できるものは印刷せず、ペー

パーレス化に努める。 

37.3% 59.7% 3.0% 0.0% 

グ リ ー ン

購入の推進 

物品の調達にあたっては、「印西市グリーン

購入推進指針」を踏まえた発注を徹底する。 
36.5% 47.6% 14.3% 1.6% 

ごみの 

減量化 

廃棄物の分別排出を徹底する。 66.7% 31.8% 0.0% 1.5% 

使用済みの封筒は再使用に努める。 58.2% 35.8% 6.0% 0.0% 

割り箸、ペットボトル、レジ袋等の使い捨て製

品の使用をやめ、マイ箸、マイボトル、マイ

バッグの使用を徹底する。 

35.8% 58.2% 6.0% 0.0% 

その他 

手洗いや洗面等の際は、節水に努める。 72.1% 27.9% 0.0% 0.0% 

時間外勤務の削減に努めるとともに、毎

週水曜日のノー残業デーを徹底する。 
39.4% 48.5% 12.1% 0.0% 
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《 担当課、施設・設備管理課の取組の実施状況  （令和 6（2024）年度） 》 

 

※「常に実行している」の割合が高い順  
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クールビズやウォームビズを推進する。

荷物の搬出入等以外はエレベーターを利用しない。

車ごとに走行距離・給油量等を記録し、適正な使用管理に努める。

トイレ・給湯室・書庫等の照明は使用後の消灯を徹底する。

エコドライブを心がけ、空ふかし、不要なアイドリングを防止する。

走行ルートの合理化、相乗りなど、効率的使用に努める。

手洗いや洗面等の際は、節水に努める。

廃棄物の分別排出を徹底する。

車両整備の徹底、タイヤの空気圧の点検など適正管理に努める。

昼休み・時間外における不要箇所の消灯を徹底する。

使用済みの封筒は再使用に努める。

両面印刷、両面コピー、集約印刷、ミスコピーの裏面使用等により、必要最小限の

用紙の使用を徹底する。

パソコンのディスプレイ輝度の適切な設定を行う。

可能な範囲で、照明の間引きを行う。

電気機器は、エコモードの設定を行う。

時間外勤務の削減に努めるとともに、毎週水曜日のノー残業デーを徹底する。

庁内情報システムを活用し、パソコンやタブレットで確認できるものは印刷せず、

ペーパーレス化に努める。

物品の調達にあたっては、「印西市グリーン購入推進指針」を踏まえた発注を徹底

する。

割り箸、ペットボトル、レジ袋等の使い捨て製品の使用をやめ、マイ箸、マイボトル、

マイバッグの使用を徹底する。

ＯＡ機器は、待機電力の削減のため、使用時以外は主電源を切る。

可能な範囲で、冷房時の室温は２８℃、暖房時の室温は１９℃となるよう設定する。

ブラインドやカーテン等を有効活用するとともに、夏季はグリーンカーテンの設置も

推進する。

（%）

常に実行している 概ね実行している あまり実行していない 実行していない
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■実践率が高い取組（上位 3 つ） 

 

クールビズやウォームビズを推進する。 

 

荷物の搬出入等以外はエレベーターを利用しない。 

 

車ごとに走行距離・給油量等を記録し、適正な使用管理に努める。 
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■実践率が低い取組（下位 3 つ） 

 

ブラインドやカーテン等を有効活用するとともに、夏季はグリーンカーテンの設置も推進する。 

 

可能な範囲で、冷房時の室温は２８℃、暖房時の室温は１９℃となるよう設定する。 

 

ＯＡ機器は、待機電力の削減のため、使用時以外は主電源を切る。 

 

 

23.5 

25.0 

66.7 

65.4 

9.8 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5（2023）

年度

令和6（2024）

年度

37.7 

32.3 

59.0 

63.1 

1.6 

3.1 

1.6 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5（2023）

年度

令和6（2024）

年度

40.3 

32.8 

54.8 

56.7 

4.8 

10.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5（2023）

年度

令和6（2024）

年度

常に実行 
している 

概ね実行している あまり実行 
していない 

実行していない 


